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日本年金機構の有期雇用職員の労働条件と応募条件が発表されました
日本年金機構設立準備委員会が3月末に発表した日本年金機構の有期雇用職員の労働条件の概要は以下のとおりです。

有期雇用職員の種類は、特定業務契約職員とアシスタント契約職員の2つです。特定業務契約職員は現行の謝金職員の職務に、アシスタント契約職員は現行の賃金職員の職務に、それぞれ該当します。

有期雇用職員の賃金は、特定業務契約職員は、勤務地(7級地)と経験等のレベル(3区分)に応じて決定されます。アシスタント職員は、特定業務契約職員の一番下位の賃金額を上限にして決定されます。

雇用契約期間は、特定業務契約職員は、1年契約で更新の上限は4回(最長5年まで)とされています。アシスタント職員は、1年以内の契約で更新の上限は2回(最長3年まで)とされています。

自治労の考え方と今後の取り組み方針
有期雇用職員の契約更新に上限を設定することは、業務に習熟した有期雇用職員を雇止めすることであり、サービスの低下をもたらします。有期職員の応募条件には「公的年金に関係する仕事の経験者・公的年金に関して一定程度の知識を有する者」とされています。年金制度は複雑であり、そのような専門知識を持つ人材に上限を設定することはなじみません。

日本年金機構に移行後、有期雇用職員の労働組合結集をすすめ、契約更新の上限撤廃を要求していきます。

あなたも是非、組合に加入して自分の意見で働きやすい職場づくりをしていきましょう
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